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2030年へのロードマップ

*1 ヨークHDとセブン銀行は通期で持分法適用化を想定
*2 J-GAAP基準。ROIC = ｛純利益+支払利息×（1－実効税率）｝÷｛自己資本＋純有利子負債（ともに期首期末平均）｝

EPS

Debt / EBITDA

営業収益

販管費

EBITDA

SEI SEJ 7IN

ROIC *2

SEI SEJ 7IN

営業総利益

SEI SEJ

約86円

2.5x

10.0兆円

約2.3兆円

約0.9兆円

5,730
億円

3,230
億円

260億円

4.8%

6.0% 21.4% 6.7%

2.7兆円

17,570億円 8,430億円

2024年度実績 *1

約148円

~1.1x

約10.3兆円

約2.4兆円

約1.1兆円

約8.6%

約3.0兆円

2028年度計画

約210円

~0.6x

約11.3兆円

約2.6兆円

約1.3兆円

0.9兆円+ 0.4兆円+ 500億円+

約12.6%

約10.5% 約22.0% 約11.5%

約3.4兆円

約2.1兆円 約1.1兆円

2030年度計画 成長率 (2024-2030年度)

約17.0%

-約1.9x

約2.0%

同水準の販管費率

約7.0%

約7.5% 約4.0% 約14.0%

+約7.8%

+約

4.5%pt

+約

0.7%pt

+約

5.0%pt

約3.9%

約2.5% 約4.0%

CAGR

CAGR

CAGR

CAGR

CAGR

CAGR
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ROIC向上にむけて

• 自己株式取得とキャピタル・アロ
ケーション戦略を実行

資本構成の
最適化

• お客様にとって最も身近で、最初
に選ばれる存在に

• 高品質な「食」で業界をリードし、
コンビニエンスの在り方を再定義

• お客様のお買い物体験の魅力向
上のための店舗投資の拡大

• 人財ポートフォリオの拡充による、
グローバル成長の実現

売上収益の
拡大

• 抜本的変革プログラムの完遂利益率の向上
2024A 2028E 2030E

2024A 2028E 2030E

利益計画 *1

*1 純利益+支払利息×（1－実効税率）
*2 J-GAAP基準

投下資本計画

自己資本

ネットデット

ROIC *2 4.8% 8.6% 12.6%

上記計画には大規模な戦略的投資を含まず
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成長を加速するキャピタル・アロケーションの方針

約40%

約40%

約20%

株主還元
～2.8兆円

成長投資
～3.2兆円

債務返済等 *2

～1.4兆円

1

2

3

*1 営業キャッシュフローに加え、スーパーストア事業セグメントの非連結化およびSEIのIPOによる調達額を含む
*2 SEIの少数株主への配当を含む

40 50

2024A 2025E 2026E 2027E 2028E 2029E 2030E

キャピタル・アロケーションの比率 今後の優先事項

成長投資

株主還元

債務返済等 

引き続きグローバルCVS事業に投資
（機動的なボルトオンM&Aを含む）

2030年度までに合計2兆円の自己株式取得を予定
• 3,525億円の自己株式取得を実施済み
（2025/9/30時点）

• 1株当たりの配当も継続して向上

着実に負債を返済し、A格レベルの格付けを維持しつ
つ、大規模な戦略的投資を実行し得るキャパシティを
保持

1株当たりの配当のイメージ

1

2

3

～7.5兆円原資
(FY25E–FY30E) *1

累進配当

株主価値最大化に向けて、規律あるキャピタル・アロケーションを継続
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継続的な価値創造に対するコミットメント

+LSD%

営業収益成長

+MSD%

調整後
EBITDA成長

+High-Teens%

調整後
EPS成長

EPS成長を上回る

株主総利回り

利益率の改善
今年度6,000億円、2030年度まで

累計2兆円の回収資本を自己株取得に充当
累進配当の実施

*1 スーパーストア事業およびセブン銀行の非連結化およびSEIのIPOを考慮

継続的に大規模な価値創出を持続する成長アルゴリズム *1
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Key Takeaways

SEJ：お客様志向の徹底、デジタルプラットフォームの活用により、イノベーション・リーダーの地位再確立へ

SEI：PB商品・7NOW・ガソリン事業の収益機会を、成長ドライバーへ

7IN：エクイティモデルをグローバルに展開し、より速くより高いリターン獲得へ

連結：積極的かつ規律の効いたキャピタル・アロケーションのポリシーに基づき、株主価値を創造

連結：変革プログラムの完遂により利益率を向上させ、競争優位性ある組織へ

連結：卓越した美味しさ・品質・バリューを兼ね備えた「食」を競争力として、グローバルに成長を加速
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当社が開示する情報の中には、将来の見通しに関する事項が含まれる場合があります。

この事項については、開示時点において当社が入手している情報による経営陣の判断に基づくほか、将来の予測を

行うために一定の前提を用いており、様々なリスクや不確定性・不確実性を含んでおります。

したがって、現実の業績の数値、結果等は、今後の事業運営や経済情勢の変化等の様々な要因により、開示情

報に含まれる将来の見通しとは異なる可能性があります。
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